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第2章 「チ ェサ ン ク ッ ク湖 」 は1853年9月13日 午 後5時 に ボス トンか ら汽 船
で基 地 バ ン ゴ ーへ 向か った メ イ ン探 検 第2話 で あ る。 この章 では 主 に ソー ロウ
とガ イ ドの関 係 が 扱 わ れ て い る。 バ ン ゴ ーに 着 くと,従 兄サ ッチ ャ ーが 酋 長 の
息 子 ジ ョー ・エ イ テ ィオ ン とガ イ ドの 契 約 を して い た 。 この 男 は昨 年 も同 じ方
面 へ2人 の 白 人 の ガイ ドを して いた 。 ソー ロウ は イ ンデ ィア ンの 生活 法 を 学 ぶ
た め に 注 意 深 くジ ョーを 観 察 して満 足 した 。 ジ ョー は禁 酒 で 時 間 を厳 守 し,ソ
ー ロウ の考 え方 に 喜 んで 従 った。 背 が低 くて頑 丈 な24歳 の イ ソデ ィ ア ソで あ っ
た。 大 き な赤 い顔 を して東 洋 的 な細 く吊 り上 が った 目を して いた 。 フ ラ ンネ ル
の 赤 シ ャ ツに ウー ル の ズ ボ ンを は き,黒 ハ ッ トを か ぶ って いた 。 これ は 木 樵 の
o`的 服 装 で
,ペ ノ ブス コ ッ ト ・イ ンデ ィア ソ も用 い て いた。 偶 然,彼 が 靴 下
を 脱 い だ 時 に足 が 小 さい の を ソー ロ ウは 見落 とさ な か った 。 ジ ョーは木 材 切 り
出 し人 夫 を 自認 して い た 。 つ ま り,白 人 とイ ンデ ィア ンの文 化 合 流 点 に い る 人
間 とい うこ とで あ る。 彼 は 英 語 も少 し話 せ た 。 カ ヌ ーを 漕 ぎな が ら 口笛 で 「お
お ス ザ ソナ」 を 吹 いた の に ソー ロウは 驚 い た 。 しか し,祖 先 の よ うに 森 の 獲 物
だ け で は暮 らせ な い と言 って 堅 パ ン と豚 肉 な しで は森 へ 入 ろ う と は し な か っ
た 。 そ の 時 に は,ソ ー ロ ウは イ ンデ ィア ンの伝 統 を守 らない 呑 気 者 だ と善 意 の
誤 解 を して い た 。 後 に な っ て,自 分 の種 族 の 歴 史 を 少 し知 っ てい て 祖 先 の話 を
す るの を楽 しん で い る こ とが分 った 。 旅 の終 り頃,ソ ー ロ ウは オ ー ル ドタ ウ ン
の 岸 辺 で 見 た 割 れ た 矢尻 や 石 の た がね な どが イ ンデ ィア ソに と って珍 しい も の










造業者も批判 した。 しか し,彼 が言 う静かな生活とい う規準は狩猟生活をする
人には夢見る人間の馬鹿げた規準にすぎない。 ソーロウ達は3人 のイソディア
ソのテソトに泊って生皮の保存法や,へ ら鹿の耳2枚 の内側をつけて刻み煙草





ンは,昔,モ ホーク族が人間を食べていたことや ,ど の部分が好 きかなどにつ
いての伝説を語って くれた。また,ム ースヘッド湖近 くでモホーク族との戦闘




とき,ソ ーロウのつぶや きが聞こえたのか,自 分達もがまんできなくなったの
か・ジョーが立ち上 って,た き火を蹴散 らした。これを見て,遠 慮せずに自分
を守ることがイソディアン流の作法だとい うことがわかった」 と書いている。
こうして話を続けると,彼 等は白人には理解できない古い言葉を持っているこ
とが分った。 ソーロウには一言も理解できない彼等の言葉は赤 リスの叫びの よ
うな原始アメ リカの声であった。
ソーロウの第2回 メイン旅行の収穫はインディアンとの対話 と並んで寝たこ
とであった。 これは第1回 旅行の収穫に比較するど遙かにす ぐれた収穫であっ





オール ドタウソまで帰 り着 くと,川 岸のやせた老人がフラソス人のように大き
な身振 りではしゃいだ。インデ ィアンは白人の見せ物に落ちぶれていた。 ソー
ロウは 「ああ,狩 猟人種 よ!白 人は彼等の獲物を追い払ってその代 りに1セ
ン トを与えている」と書いた。 ここで酋長を訪ね るとひどく小さな家に住んで
いた。部屋の片隅に時計がぶらさが り,彼 は白木綿のシャツに黒いフロックコ







響を受けたイソディアンは下劣な嘘つきだ とい う印象を うけたが,第2回 旅行
では彼等は憐びんの対象であった。
(V)
1857年7月 後半か ら8月 前半にかけてのソーロウの第3回 メイソ旅行は最も
長 く楽 しいものであった。この記録は 『メインの森』の約半分ほども占めてい
る。ガイ ドのジョー ・ポ リスは複雑な人間で,ソ ーロウが書いたイソディアソ
の中では最 も詳細に書かれている。彼はソーロウが理想とするイソデ ィアソと
は違 う文明志向のイソディアンであった。 しかし,ソ ーロウには小説家の技巧
や表現力がない。 『一週間』における兄ジョソがいい例だが,仲 間との関係が
話に統一性を与えるということがない。ソーロウの関心は場所 と物で,人 物は
つけ足 しにす ぎない。非社交的な ソーロウは,細 部にわたって事実に基づいた
話を書 こうとす る。 ソーロウとポリスはカリフォルニア開拓から帰ってきたエ
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ド ・ホ ア ー を第3の メ ンバ ーに 加 えた。 ソー ロウの ガ イ ド人 選 は 慎 重 で,ポ リ
ス につ い て は,サ ッチ ャ ーが 少年 時 代 か ら知 って い た か ら安 心 して い た
。 ポ リ
ス の社 交 的 教 養 と よそ よそ しい態 度 は,ム ース ヘ ッ ド湖 へ 向か う乗合 馬車 で 明
らか に な った。 彼 の荷 物 は斧 と鉄 砲 と毛 布 とパ イ プ と煙 草 で あ った。 彼 は乗 合
人 の 無 礼 な 質 問 に は ほ とん ど返 事 を しなか った。 一 人 の 男 が,パ イ プ を貸 して
くれ と頼 む と,ま っす ぐに見 据 えて,厂 パ イ プを もっ て い な い」 と平 気 で 嘘 を
つ い た。 ソ ー ロウは イ ンデ ィア ン とは そ うい うものだ と思 って いた し
,彼 自身
も よ くイ ンデ ィア ン の真 似 を した か ら何 と も思 わ なか っ た。 ソー ロウは,「 三
人 は馬 車 を降 りる と,カ ヌ ーを 進 水 させ た。 湖 と森 を 自 由 に動 き 回れ る よ うに
な る とポ リスは 無 口で な くな り,ソ ー ロ ウが 聞 くも の の イ ンデ ィア ソ語 を 快 く
教 え て くれ た 。 ポ リス はLとRの 発音 が不 明瞭 だ が 英 語 を よ く話 した 。 ポ リス
は,土 地 購 入 の こ とで法 律 問題 に ま き こまれ て い て,ソ ー ロウ と ホ ア ーの 助 言
を 求 め た りした。 また,草 と じ ゃが芋 栽 培 の50エ ー カ ーの 土地 で 働 く労働 者 に
イ ンデ ィ ア ン よ りも白人 を雇 いた が った 。 白人 は真 面 目で,働 き方 を 知 っ て い
る とポ リス は 云 った 。 夜 に な る と彼 はペ ノ ブス コ ッ ト川 で カ トリッ ク宣 教 師 か
ら教 わ った い くつ か の賛 美 歌 を 歌 って,ソ ー ロ ウの 日曜 日の仕 事 を 聞 いた 。 ソ
ー ロ ウが 午 前 は読 書
,午 後 は 散 歩 だ と答 え る と,ポ リス は,そ れ は よ くない,
私 は教 会 へ 行 くと言 った 」 と書 い て い る。 白人 文 明を 憧 れ る ポ リスは 新 教 徒 で
あ った 。 安 息 日に 関 す る意 見 の 相 違 は些 細 な こ との よ うに思 わ れ た が,次 第 に
重 要 な も のに な って きた 。(日 記1857.7.25.参 照)ソ ー ロ ウが旅 行 中 の仕 事
や 宿 営 地 設 営 な どの概 略 を説 明す る とポ リスは 違 う意 見 を もち 出 した。 第 一 の
意 見 の 相 違 は,朝,狩 猟 話 の最 中 に起 った。 ソ ー ロ ウは,「 ポ リス は … …狩 猟
の こ とを熟 知 して い て… …そ れ で生 計 を 立 て て いた 。 これ が ポ リス と
,森 の獲
物 で は 生 き残 れ な い ジ ョー ・エ イ テ ィオ ン との相 違 で あ った 。 森 の 中で の 進 路
の 決 め方 を尋 ね る と,ポ リス は 長 い説 明 の あ とで別 の話 を した
。 何 年 も前,彼
が 一 人 の 白人 とほぼ 丸 一 日へ ら鹿 を追 った 話 であ る。 ポ リスが,相 手 に 宿 営地
へ の帰 り道 を 聞 くと,彼 は あ る道 を示 した 。 ポ リス は 別 の道 を 通 って先 に 帰 っ
た とい う話 で あ る。 そ の や り方 を 聞 く と,『 教 え られ ない よ。俺 と 白人 は ま る
で違 うか らな』 と答 えた 」 と書 い て い る。 ソー ロ ウは ポ リス の 賢 明 さ を尊 敬 し
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た が,ポ リス が一 日の終 りにす る こ とが不 愉快 で あ った 。 ソ ー ロ ウ とホ ア ーが
夕 食 後,釣 に 出 て い る間 に ポ リス は 発砲 す るの で あ った 。 そ れ が 雨 に濡 れ た 鉄
砲 を 掃 除 して乾 かす た め な の だ と後 で分 か った。 ソー ロ ウは,「 森 の 静 か な道
で の突 然 の破 壊 音 は気 分 を 悪 くす る。 自然 に対 す る侮 辱 だ。 少 な く とも無 作 法
だ 。 大 広 間や 寺 院 で発 砲 す る よ うな も のだ 」 と注 意 した。 第 二 の衝 突 は,森 で
の作 法 を め ぐ って 起 った 。 つ まb,ポ リス は 再 び 安 息 日論 争 を 持 ち出 して,
「我 々 は こ こで い ろ い ろ な も のを 見 て い るが,日 曜 日に は そ ん な ものは し ま っ
て お い て,月 曜 日に な った らまた 見れ ば い い」 と言 った 。彼 は カ ター デ ィ ソへ
の 途 中,牧 師 と一 緒 だ った とい う知 人 の イ ンデ ィア ン の こ とを話 し,彼 等 が 安
息 日に は 祈 りを 捧 げ る とか死 者 を説 教 して葬 る とか い う敬虔 な 様 子 を話 した 。
これ は ソー ロ ウに と って は重 大 な 宗 教 問 題 で あ った 。20年 間 ソ ー ロ ウは 宣 教 師
に 反 対 して イ ンデ ィ ア ソの 味方 に な り,イ ソデ ィア ソは キ リス ト教 徒 に反 対 す
る と思 っ て い た。 しか し,今,ソ ー ロ ウは キ リス ト教 徒 の イ ンデ ィア ンを ガ イ
ドに して い る。 ポ リス は ソ ー ロ ウに 対 し ては 寛 容 で あ った。 ソー ロウ は,彼 が
非 常),r`一一信 仰 が 厚 い イ ン デ ィ ア ソだ と思 った 。 ポ リス は 朝 晩,忘 れ る と慌 て て ひ
ざ ま つ く と祈 りを捧 げた ソー ロウ は書 き加 えて い る。
ソー ロ ウが メイ ンへ行 った 目的 は人 間 と文 明か らの が れ,非 情 な 大 自然 に 接
して,新 しい 自分 を 発 見す る こ とで あ っ た。 狩 猟 に よって 富 を 得 た ポ リス は食
料 と報 酬 の た め に 森 に 住 む文 明志 向 の イ ンデ ィア ソで あ った 。 ソ ー ロ ウは,い
く らか の賞 賛 を こめ て ポ リス が どの よ うに 森 の奥100マ イル を 舞i台と し,鉄 砲,
斧,毛 布,少 しの食 料 を 担 ぎ,起 き る と狩 猟 に 出 か け,途 中 で作 った カ ヌ ーの
中 に毛 皮 をつ ん で戻 るか を 後 で 説 明 して い る。 ポ リス は 森 で の 生活 技 術 を 失 う
こ とな しに文 明 を利 用 して いた 。 ポ リス は ソー ロウ とホ アー を 見 物 人 とい う程
度 に 考 えて い た 。 ポ リス は ソー ロ ウ達 の文 明逃 避 を 理 解 で きな か った 。 ポ リス
は ボス トンや ニ ュ ー ヨー クや フ ィ ラデ ル フ ィ アに住 み た が った 。 ソー ロ ウ とポ
リス は精 神 的 に反 対 方 向へ進 ん で い た 。 ソ ー ロ ウ とホ ア ーは 自然 を 信 頼 す るあ
ま り,失 敗 を く り返 し,い つ も ポ リス に救 って も らった。 ポ リス は数 少 な い 森
へ の移 住 白 人 に 興 味 を持 ち,習 慣 的 に小 屋 か ら小 屋 へ と訪 問 して い た 。 経 験 か
ら彼 は 孤 立 す る こ とを避 け,そ れ が 賢 明 な こ とを二 人 に 示 した 。 彼 らは川 の 曲
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が り角 とか 静 か な場 所 とか で 待 ち合 わ せ を した 。 あ る場 所 で会 った 後,ポ リス
は ソー ロ ウに手 を 振 って 滝 を 乗 り越 え るた め に戻 っ て手 伝 え と知 らせ た 。 ホ ア
ーは ソー ロウ よ りも50～60フ ィ ー トも先 を 歩 い て い て
,ソ ー ロウが 戻 るの を 見
なか った 。 そ のた め 仲 間2人 を 見 失 った ホ ア ー は2人 が 先 を 歩 い てい る と思 っ
て い た 。 彼 は 二 人 に 追 い つ くた め に 急 い だ が,実 は2人 か ら遠 ざか って い た。
しか し,ソ ー ロウは 気 づ か ず に,近 くに いた ホ ア ーが 崖 を 踏 み はず した の で は
な い か とひ ど く心 配 した 。 ポ リス は平 然 と,一 日中 働 い た か ら疲 れ た と こぼ し
た 。 ソー ロウが,か が り火 を た い て鉄 砲 を撃 った らど うだ ろ うか と提 案 した の
に も反 対 して,ホ アー が 闇 の 中 を こ こま で来 る く らい な ら彼 のい る場 所 に 留 ま
って い る方 が 安 全 だ と主 張 し た。 ポ リス は,「 この 暗 さで は ど うに もで きな
い 。 朝 に な れ ば 見 つ か るだ ろ う。 大 丈 夫 だ 。 夜 営 す るだ ろ うし,こ こに は危 険
な 野獣 は い な い。 彼 が 前 に いた カ リフ ォル ニ アの よ うに 恐 ろ しい熊 もい な い。
暖 か い 夜 だ か ら安全 だ 」 と言 った 。 翌 朝,2人 は ウ ェ ブス タ ー川 の河 口近 くで
ホ ア ーを 見 つ けた 。 ホ ア ー は パ イ プを くわ えて,露 に濡 れ て少 し寒 か った が気
持 ち の い い夜 だ った と言 った 。 ホ ア ーを 一 目見 る と,ソ ー ロ ウは喜 び の余 り何
度 も叫 ん だ。 ポ リス は一 度 で十 分 だ と言 わ ん ば か りに,き こえ て る よ とそ っけ
な く言 っ た。7月30日(木),ポ リス が へ ら鹿 を撃 った 時 に は ソー ロウ は以 前
ほ どに は解 体 作 業 に驚 か なか った 。 ポ リス が皮 を は い で い る 問,ソ ー ロウ は釣
に行 った 。 そ の夜,ポ リスは み ん な に チ ェ ッ カー ベ リー茶 を 入 れ て くれ,み ん
な は そ の夜 営 地 を 厂チ ェ ッカ ーベ リー茶 キ ャ ンプ」 と命 名 した 。 ポ リス は 森 に
ち ょっ と探 りを 入 れ た だ け で,一 本 の 丸 太 の下 に30～40個 も の鋼 鉄 製 の 罠 を み
つ け て驚 か せ た 。7月31日(金)の 記 述 の 中 で は,ポ リスが10歳 の 時,危 う く
餓 死 しそ うに な った 話 が 繰 り返 され て い る。 そ の話 は 自然 界 の危 険 と苦 難 か ら
助 け 合 わ なけ れ ば 逃 れ る こ とが で きな い とい うポ リス 自身 の入 門 話 で あ った。
ソー ロウ とホ ア ーの 入 門 は遙 か に平 易 で あ った が,入 門 して は じめ て ポ リス を
一 層 尊 敬 す る よ うに な った
。 狩 猟 者 は 他人 に頼 らざ るを 得 な い とい うこ とを理
解 した ソー ロ ウの孤 独 主 義 は揺 らいだ 。 もっ とも,彼 は 言 うほ どに は孤 独 で な
く,友 人 が 周 囲 に い た だ け で な く,い つ も帰 れ る両親 の 家 もあ った 。彼 は 同様
な教 訓 を 含 む 昔 話 も書 き加 えた 。 ラー ル 神 父(JesuitHierosmeLalemant)
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が 語 った あ る神 父 の 死 の話 で あ る。 フ ラ ソス人 達 は蚊 の攻 撃 に 悩 ま され るあ ま
り走 り続 け た 。 しか し,一 人 が の どの渇 きで立 ち止 ま る と,仲 間 の二 人 も一 緒
に 立 ち止 ま って 蚊 を 撃 退 しな くて は な らな い とい う話 で あ った。3日 もた た な
い うちに,ポ リス は 白人 達 との 関 係 を 変 え て きた。 彼 は ソー ロウに 編 ん だ 樺 の
樹 の皮 か らろ うそ くを 作 って くれ た り,木 に 目印 を残 して くれ た り,ホ ア ー に
樺 の樹 の皮 で パ イ プを 作 って くれ た りした 。 ま た,巧 み な 木 彫 りを して 驚 か
し,前 よ りも心 を くだ くよ うに な った 。 彼 は 遊 ん だ りか らか った りも した 。8
月1日(土)に,彼 は 急 流 ぞ い の陸 路 で ソー ロ ウに競 争 を い どんだ 。 彼 は カ ヌ
ー を選 び,ソ ー ロウは 鉄 砲,斧,か い,や か ん,フ ライ パ ソ,皿,ひ し ゃ く,
カー ペ ッ ト,ポ リス の牛 革 長 靴 を 手 に 取 った 。 この 時 に は緊 張 感 が ほ ぐれ た。
抜 きつ 抜 か れ つ の競 争 が お わ る と二 人 とも息 を 切 らして 喘 いだ 。 ポ リス は 「あ
あ,時 に は遊 ぶ のが 好 きだ 」 と言 った 。8月2日(日)に ポ リス は激 しい 腹 痛
)/Y_.Vl_日 中 悩 ま され,一 行 は あ ま り前 進 で き なか った 。 しか し,こ の病 気 は 日曜
目 とい うこ とに 関係 が あ った 。 この 日,ポ リスは 教 会 へ 行 か な い こ とや 安 息 日
に しな い こ とに 悩 ん で いた 。 夜 に な る と彼 は火 薬 を 混 ぜ た 水 とい うの を 一 杯 飲
ん だ 。 とに か く,日 曜 日だ け の腹 痛 で あ った 。8月3日(月)に オ ール ドタ ウ
ンへ 帰 りな が ら,ソ ー ロ ウは べ ノ ブス コ ッ ト川 は 白人 社 会 以 上 に 社 交 的 だ とい
うこ とに 気 が つ い た。 イ ンデ ィ ア ンは 開拓 者 の孤 独 主 義 で は 生 きた が らず 村 の
なか で共 同生 活 を した が った 。
ソー ロウ は空 想 的 に ポ リス を 野 蛮 人 と して 書 く こ と もな く,ポ リス の 文 明尊
敬 を軽 視 す る こ とも なか った 。 ソーRウ は ロ ー ウ ェル に頼 まれ た 時,1858年 の
「ア トラ ンテ ィ ッ ク」 誌 に これ らの こ とを 発 表 し よ うとは しなか った 。 も し,
ポ リス が それ を読 んだ ら,二 度 と彼 と顔 を 合 わ せ られ な いだ ろ うと心 配 した か
らで あ った。 彼 は人 間 を研 究 の主 題 に利 用 した こ とに 当惑 した の で あ っ た 。感
じや す い ソー ロ ウは ポ リスか ら学 んだ こ との御 礼 に 相 当す るだ け の敬 意 を 表 し
て い た 。 エ マ ス ンは ポ リス とジ ョン ・ブ ラ ウ ン とウ ォ ル ト ・ホ イ ッ トマ ンを 晩
年 近 くの ソ ー ロ ウに最 も大 きな 影響 を与 えた 三 人 だ と言 った。 エ マ ス ソが 数 に
入 れ た こ とか らもポ リス の大 きな影 響 を想 像 で き る。 しか し,ソ ー ロ ウが 描 い
た ポ リス の 肖 像 画 に は不 十 分 な と ころ が あ る。rア レ ガ ッシ ュ川 と東 流 」 の章
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で 最 初 と最 後 を 除 い た ほ ぼ全 体 で ソー ロ ウは ポ リス を イ ンデ ィア ソ と呼 ん で い
る。 しか し,旅 行 中,ソ ー ロウ とホ ア ー一は彼 を ポ リス と呼 ん で い た。 それ に も
か か わ らず,こ こで は イ ンデ ィア ソ と書 いて い る。 ソ ー ロ ウ達 が彼 を ポ リス と
呼 ん だ の に対 して,ポ リス は そ の綴 り方 とか,そ の意 味 を 知 りた が った が,ポ リ
ス は 一 度 も二 人 を名 前 で は呼 ぽ なか った 。 ポ リス は2人 の年 齢 を正 確 に言 い 当
て て い て,自 分 は48歳 だ と言 った 。 ポ リス は,三 人 をyouandIと 呼 び,ホ
ア ー と ソー ロ ウを そ れ ぞ れyouと 呼 ん で,決 して名 前 で は 呼 ば な か った 。 当時
の し きた りで は,彼 は二 人 を ソー ロ ウ さん(Mr.Thoreau)ボ ア ー さん(Mr.
Hoar)と 呼 び,彼 は ジ ョー(Joe)と 呼 ば れ な けれ ば な らな か った 。 二 人 が 彼
を ポ リス と呼 ん だ こ とは,第 一 に ポ リス は ソー ロ ウ よ りも8歳,ホ ア ー よ りも
20歳 ぐ らい年 上 だ った か ら幾 分 か 敬 意 を 払 った の で あ ろ う。 二 人 は彼 を呼 ぶ の
に 丁 寧 な 言 い 方 を した の だ が,彼 は二 人 を 呼 ぶ のに親 しみ の あ る呼 び方 を した
の で あ った 。 しか し,youandIと 呼 ぶ こ とに ポ リス が 決 め た こ とは,"you
(白 人 二 人)"と"1(イ ンデ ィア ソ)"と い うこ とで あ る。 二 人 の名 を 使 わ ない
の は 彼 は 二 人 を 個 人 で あ る よ りも,彼 らの民 族 とみ な した わ け で あ る。 これ が
ポ リス の,ひ い て は イ ンデ ィア ンの 見方 だ とす れ ば,白 人 とい る と きに ポ リス
は 自分 が イ ンデ ィ ア ソで あ る と よ く認 識 して い た こ とに な る。 呼 び方 が不 都 合
だ とい うの は,こ こに19世 紀 の人 種 差 別 が 見 られ る とい うこ とで あ る。 ソー ロ
ウ 自身,ポ リス に 賛成 す る とき に は利 口 な部下 を ほ め る よ うに,誤 ちを 犯 した
時 に は 駄 目な 奴 を 叱 る よ うに言 った か ら,ソ ー ロ ウの 呼 び方 か らポ リスが48歳
で 雇 い 主 よ りも年 上 で あ る とい うこ とは実 感 で きな い。 彼 は分 別 あ る男 として
待 遇 され て は い るが,や は り年 下 の男 の よ うに扱 わ れ て い る。 この点 に ソー ロ
ウ 自身 は 意識 しな くて も,彼 の差 別 的 態 度 は 明 らか で あ る。 ソー ロウは ポ リス
を,ひ い て は イ ンデ ィア ソを 島や 大 陸 の一 部分 と見 な した。 ポ リスは 記 憶 に 残
って い る思 い 出 の よ うな遠 景か ら見 る と イ ンデ ィア ンで あ るが,顔 を 合 わ せ る
と ポ リス で あ る。 イ ソデ ィア ンを 連 れ て の 自然 旅行 は未 開精 神 の探 検 だ が,そ
の 場 合,イ ソデ ィ ア ンが 案 内人 で あ っ て,白 人 は新 参者 な の で あ る。
ソー ロ ウが3回 目の メイ ン旅 行 を成 功 だ と感 じた こ とは,ブ レー ク(Harrison
Blake)宛 の 手紙(1857.8.18)に 書 かれ て い る。 ソー ロウは 「帰 って か ら私
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は 自分 の人 間的 な 幅 が広 くな った おか げ で 世 界 が い くつ か の面 で少 し広 が った
よ うに 思 う。 いつ も感 じて い る ほ ど小 さ く浅 い もの で は な い と思 え る よ うに な
った と うぬ ぼれ て い る。 … …森 の 中で も驚 くほ ど巧 妙 に道 を みつ け る イ ソデ ィ
ア ンは 白人 に な い多 くの知 識 を も って い る。 … …世 界 を ど う見 るか は 景色 が
各種 の衣 装 を身 に つ け る よ うに 年k変 るが,真 実 は 相変 らず 真 実 で あ る と思
う。 … … カタ ー デ ィ ンは今 もそ こにあ るが,そ れ 以 上 の確 か さ で私 の昔 か らの
信 念 もそ こに あ る」 と書 いた 。 ソー ロウは 他 人 が 見 す ご して い る もの の な か に
価 値 を 見 出 した 。 彼 は,自 分 の野 性 に 対 す る知 識 の 乏 し さに驚 い た。 と くに 印
象 的 な の は カタ ー デ ィ ンや 他 の山 の イ メ ー ジで あ った 。11年 前 に は カタ ー デ ィ
ンは 「巨人 の よ うに非 人 間 的 で 冷 酷 な 自然 界 」 の 代 表 で あ った。 今,そ れ は 雄
大 で あ り,母 性 的 で あ り,堂kた る信 念 の象 徴 で あ った。 イ ンデ ィア ンの 知
識 は 我kが 考 え をや め る と ころか らは じま る とい う こ と に つ い て ソー ロ ウは
1857～58の 冬 の 間 じ ゅ う考 え続 け た 。 ポ リス とエ イテ ィオ ンが 彼 に示 して み せ
た よ うに,そ の 知識 は言 語 の なか に存 在 した 。 方 言 の 多 い こ とに は ソ ー ロ ウは
驚 い た 。 と くに ペ ノ ブス コ ッ ト族 の方 言 は現 在 で は消>xて し ま って い るが,彼
は そ れ に 関 心 を も った。1858年2月 に ハ ー ヴ ァー ド大 学 図 書 館 で 彼 が 見 つ け た
ラ ール 神 父 の 「ア ベ ナ キ部 族 語 辞 典 」に は多 くの実 例 が 載 って い る。 以 前 に ソー
ロ ウが 写 した 「イ ンデ ィ ア ン ・ブ ッ クス」 の な か の語 彙 の リス トは 単 純 に イ ン
デ ィ ア ン の単語 を 同 意義 の英 単 語 と置 き56た もの で あ った 。 これ は 意 味 の な
い事 実 の羅 列 で あ る。 彼 は ラ ール 神 父 に よ って ニ ュー ア ンスを 含 む 多 くの語 彙
を 得 て,そ れ が神 の声 に な った 。(目 記1858.4.4.参 照)ソ ー ロウ は言 語
学 に対 す る興 味 を 強 め た 。 ラ ール 神 父 の辞 典 は 完成 こそ され なか った が,ア ベ
ナ キ族 の本 来 の歴 史 を圧 縮 した もの で信 頼 で きた。 ラ ール神 父 は ケ ネ ベ ッ ク川
に沿 った イ ンデ ィ ア ソ部 落 に イエ ズス 会 伝 道 師 と して 参加 した 。 彼 は1691年 に
は 厂野 蛮 人 の 中で 一 年 た った 。 私 は 知 る限 りの 単語 を辞 書 の形 式 で並 べ る仕 事
に と りか か った 」 とフ ラ ン ス語 で 書 い て い る。1724年 に マ サ チ ュー セ ヅ ツか ら
の侵 入者 が部 落 を 破 壊 し,ラ ール 神 父 を 殺 し,そ の 原 稿 を戦 利 品 と して 持 ち帰
っ た。 しか し,偶 然,・ ・一 ヴ ァ ー ド大 学 に 預 け られ,1833年 に言 語 学 者 ピ カ リ
ソ(Pickering)が ア メ リカ科 学芸 術協 会 誌 の 新 シ リーズ 第 一巻 の370～574ペ ー
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ジに発 表 した 。 ソー ロ ウは1858年2月15日 に この会 誌 の第 一 巻 を 借 りて,「 イ
ンデ ィ ア ン ・ブ ッ ク」 の174～186ペ ー ジに 注釈 をつ け た 。 樹 木 や 果 物 だ け で な
く,魔 術 や賭 博 な どの単 語 もあげ た 。 しか し,単 語 そ の もの を写 す の で は な く
「へ ら鹿 の 心 臓 の 中心 に あ る骨 を さす 」 語 や 「へ ら鹿 の左 後 脚 を さす 」 語 が あ
る とい うこ とで,イ ンデ ィア ンが 物 を細 か く観 察 して い る こ との手 が か りに し
た 。5月5日,コ ン コー ドで のチ ップ ウ ェ イ ・イ ンデ ィア ンに よ る話 を 聞 きに行
った 後,偶 然,連 れ て い た ペ ノ ブス コ ッ ト ・イ ンデ ィア ンが ジ ョー ・ポ リス の
弟 だ った ので ソー ロ ウは新 しい イ ンデ ィア ン語 を 追 加 す る こ とが で きた 。 科 学
が 教 え て い る枯 木 ぼ か りを 学 ん で きた ソ ー ロ ウは生 木 の こ とを 何 も知 らな か っ
た 。 科 学 名 しか 知 らなか った のに対 して,ガ イ ドが イ ンデ ィア ソ名 を 教 えて く
れ た 時,新 しい光 が 射 して きた よ うに ソ ー ロ ウに は思 わ れ た 。 言 葉 を 理 解 す る
に つれ て ソー ロ ウは イ ンデ ィ ア ンを 新 しい 観 点 か ら見 る こ とが で きる よ うに な
っ た。 カ ヌー とい う語 に伴 う各 部 分 の名 称 とか,動 か し方 に関 す る単 語 を 彼 等
は も って い た。 ウ ィ グ ワム とい う語 は何 と な く地 面 に近 づ いた 感 じがす る と思
った 。 ラ ール 神 父 の辞 書 に よっ て既 知 のす べ て の もの に新 しい名 前 を つ け か%..
よ うと思 った 。 ソ ニ ロ ウは興 奮 を押 え られ ず に話 した。 ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 の司
書 ジ ョン ・ラ ン ドンの 日記(1858.5)に ソー ロ ウ との会 話 が記 録 され て い る。
「今 日,ソ ー ロウは 私 に 科 学 的 人 間 が イ ンデ ィア γ とそ の 言 語 と習慣 に 気 を配
らない のは 間 違 い だ と詳 し く説 明 した。 地 質学,植 物 学,動 物 学 に 関 して,イ
ン デ ィア ンは 科 学 的 人 間 とそ の 研 究対 象 との 中間 に位 置 して い る」 と書 か れ て
い る。 ポ リスが いか に 蚊 の 厂か す か な 羽音 」 を 聞 き とる こ とが で き,マ ス ク ラ
ッ トな どが立 て る音 や 鳴 き声 を 真 似 る こ とが で きた か を 話 した 。 これ に 類 した
こ とを 『ウ ォル デ ン』 に も ソー ロ ウは 書 い て い る。1859年 の 日記 に は 矢 尻 に よ
って か き立 て られた 想 像 につ い て5頁 も ソー ロ ウは書 い て い る。 古 今 を 問 わ ず
矢尻 は い か な る芸 術 品 よ り も耐 久 力 に勝 って い る。 厂い つ か 矢尻 の雨 が降 る時
が あ るか も知 れ な い。 矢尻 は ア メ リカ の地 表 全 体 に あ るか らだ。 … …つ ま り,
こ の大 陸 の精 神 の象 徴 な の だ」 と ソー ロウ は 書 いた 。(日 記1859.3.28.参
照)さ らに,「 多 くの 矢尻 を 見つ けた 。 草 原 や 丘 と同 様 に 土 が乾 い て軽 い場 所
で は最 初 に雪 が な くな り霜 が 消 え る場 所 に存 在 した とい うこ とは 注 目す べ きこ
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とで あ る。 … … 何度 か1.2平 方 ロ ッ ドの ウ ィ グ ワ ムが建 て られ そ うな露 出 した
部 分 以 外 で は 矢尻 が 見つ か らなか った こ ともあ る。 高 度 の違 い が あ る に して も
1フ ィ ー トもな い で あ ろ う。 イ ンデ ィ ア ンが この 季 節 に都 合 の い い よ うに との
配慮 か ら平 原 全 体 の最 も乾 燥 した 地 点 を 的 確 に選 ん だ か の よ うで あ る」 と書 い
て い る。 ソー ロ ウは 森 の研 究 と野 生 の 種 子 の 散布 な どの広 範 な研 究 に も興 味 を
も った。 彼 は イ ン デ ィア ン が 開 墾 した 土地 の状 態 と矢 尻 の発 見 とを 関 係 づ け
た 。 彼 の考 え に よる と彼 等 が 開 墾 した の は 「土 の 軽 い平 らな 区域 だ け で,彼 等
の粗 末 な鍬 で も掘 り返 す こ とが で き る土地 」 だ け で あ った 。 最 初,世 界 は亀 の
甲羅 だ とす る イ ンデ ィ ア ンの 信 念 を 馬鹿 げ た迷 信 だ と し なが らも ソー ロ ウは 亀
を 近 くで観 察 して,こ の 話 の 真 実 を 発 見 し よ うと努 力 した 。(日 記1860.11.
26.参 照)
(VI)
『一 週 間』 と 『メ イ ンの森 』 で 白人 とイ ン デ ィ ア ンの 宗 教 と戦争 ,商 売 と友
好 な どが ニ ュー イ ン グ ラ ン ドの性 格 を形 成 した と ソー ロ ウは 書 きた か った。 イ
ンデ ィ ア ンは ソー ロ ウに とっ て は詩 で あ り神 話 で あ った。 イ ンデ ィ ア ンの ワナ
ラ ンセ ッ トや ワ ワタ ム も,白 人 の テ ィン グや フ ェ ア ウ ェルや ア レキ サ ソ ダ ー ・
ヘ ン リーな ど も ソー ロウ に と っ て は,ブ ラ ッ ドフ ォ ー ドや ウ ィ ンス ロ ッ プや マ
ザ ー一家 の よ うな ニ ュー イ ン グ ラ ン ドの偉 人 以 上 の 英雄 で あ った。 ソー ロ ウは
美 は 独 創 的 で な けれ ば な らな い と考 え て いた か ら,彼 が 考 え る原 罪 とは 模倣 の
こ とで あ った 。 この点,頭 の皮 を は ぐこ とは 模倣 で あ った が,ソ ー ロ ウは ハ ン
ナ ・ダス タ ンを 非 難 し なか った 。 そ れ は,イ ンデ ィア ンを教 師 だ と尊 敬 して い
た か ら模 倣 では なか った 。 と ころ で,ハ ンナ ・ダス タ ンの記 事 は作 り話 にす ぎ
な い。 白人 は イ ンデ ィ ア ンの な か に 神 の よ うに 出 現 して,神 の よ うに受 け入 れ
られ た とい うのが この 話 の 本音 で あ ろ う。 ソ ー ロ ウは 白人 の影 響 を うけ て い な
い原 住 民 とい う意 味 で 文 明 に触 れ る前 の アル ゴ ンキ ン族 の情 報 に特 別 の 関心 を
抱 い て いた 。 そ の た め,ア ル ゴ ソキ ン語 を研 究 して,ヨ ー ロ ッパ や ア ジ ア の言
語 と の間 に 類 似 性 が あ るか ど うか を 知 ろ うと して,言 語 学,文 献 学,人 類 学 に
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ソー ロウ は興 味 を も った と思 わ れ る。(日 記1852.2.3.,3.16.参 照)
未 完 成 の ソー ロウ の 『イ ソデ ィア ン ・ブ ッ ク ス』 に お け る引 用 文 とそ れ の批
判 に は興 味 深 い もの が多 い。 例 えぽ,カ ー ヴ ァー(CaptainJonathanCarver)
の五 大 湖 につ い て書 か れ た 部 分,イ ンデ ィ ア ンの説 明部 分 な どは イ ンチ キだ と
ソー ロ ウは批 判 した。 それ らは カ ー ヴ ァ ーの 妄 想 で,貴 重 な観 察 な どは何 も な
い と言 って,(日 記1852.6.24.参 照)そ の 多 くを写 さ なか った 。19世 紀 初 期
の イ ンデ ィ ア ン賛成 派 と反 対 派 の文 学 論 争 で は ソ ー ロ ウは 忠 実 に双 方 の著 書 を
読 ん で コメ ン トした 。 ソー ロ ウは土 着 の ア メ リカ人 の 起 源 に つ い て は ア デ ー ル
(JamesAdair)の 理 論 に よっ て考 察 を は じめ た 。 ア デ ール は18世 紀 の イ ンデ
ィ ア ン商 人 で,イ ンデ ィ ア ンを ユ ダヤ 系種 族 だ と言 った 。 そ れ は,ヘ ブ ライ語
とア デ ー ルが 一 緒 に 住 ん で い た チ ェ ロキ ー族 や そ の他 の南 部 種 族 の言 葉 に 類 似
点 が あ る とい うこ とか らの類 推 で あ った 。 また,生 まれ つ き赤 い 皮 膚 を して は
い な い とい うこ と も理 由 の一 つ に して い た 。確 か に,イ ン デ ィア ン の 中に 赤 い
皮 膚 で な い 人 もい る。 褐 色 の髪 に灰 色 の 目(ノ ー トブ ッ クNo.2.ダ ニェ ル ・
グ ーキ ン)と か,フ ラ ソス人 の よ うに 白 い(No.2.カ ル テ ィエ イ)と か,生
まれ つ きは 白い が陽 に焼 けた(No.6.ジ ュー リエ ン ・ペ ロ ー神 父)と か,白
色 人(No.9.r太 平 洋 鉄 道 報 告 』Paci丘cRailroadReports)だ な どの説 が あ
る。 結 局,ソ ー ロ ウは アデ ー ル説 を愚 説 と呼 ん だ 。 また,彼 は英 語 を話 す タ ス
ヵ ロ ー ラ族 の ク ッシ ッ ク(DavidCusick)か ら,怪 物 の地 下 世 界 と人 間 の地
上 世 界 の起 源 に関 連 して,あ る女 が 子供 を生 む 時 に地 下 世 界 に沈 ん で大 亀 に養
わ れ た とい うイ ロ コイ族 の 伝説 を 聞 い た。 これ を 他 愛 もな い 話 で イ ソデ ィ ア ン
は どん な歴 史 を書 い て い るの か が分 か るの が唯 一 の価 値 だ と言 った 。 この よ う
に ソー ロ ウは,ア デ ール や ク ッ シ ッ クの 馬鹿 げた 論 か らバ ー トン(Benjamin
SmithBarton)の 説 へ と進 ん だ 。 そ のrア メ リカ ・イ ンデ ィ ア ン諸 部 族 の 起
源 に 関 す る新 見 解』NewViews(ゾtheOriginoftheTribesandNations
ofAmericaか ら 「ノ ーrブ ッ ク」 第9巻 に22頁 も写 して い る。 バ ー トンは,
イ ンデ ィ ア ンは ペ ル シ ア人 と他 の ア ジ ア民 族 か らの血 統 を ひ く 民 族 だ と 言 っ
た 。 バ ー トンは,イ ソデ ィア ソが太 平 洋 を渡 って移 住 した とい う説 を提 案 した
最 初 の人 で あ った 。 しか し,ソ ー ロ ウは そ ん な こ とは分 か らな い と言 っ て信 用
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しなか った 。 また,バ ー ダ ー(GeorgeBurder)は イ ンデ ィ ア ンを1770年 に プ
リンス マ ドッ ク号 で ウ ェ ール ズ カ ラ航 海 して きた ウ ェ ール ズ 人 だ と書 い た が,
そ れ は 根 も葉 もな い嘘 だ と ソ ー ロ ウは 決 めつ けた 。 クラ ン ツ(DavidCrantz)
は 『グ リー ン ラ ン ド史』(HistoryofGreenland)の な か で グ リー ン ラ ン ド
人 と イ ソデ ィア ンの風 習 の類 似 に感 銘 を 受 け た と書 い て い る。 また,モ ル ガ ソ
(LewisHenryMorgan)は1857年 に 何 千 ドル とい う大 金 と20年 以上 の 歳 月
を 費 や して イ ンデ ィア ンの ア ジ ア起 源 説 を 確 立 し よ うと した。 結局,ユ0人10色
の説 で あ る。 ソー ロウ は イ ン デ ィ ア ンの 起 源 とい うよ り も人 類 の起 源 に つ い て
知 りた い と思 った らしい 。 誰 も,人 類 の 起 源 は猿 だ とか,地 球 にた か る バ クテ
リアだ とか 思 わ な い時 代 で あ った 。 タ ンナ ー(JohnTanner)の,イ ンデ ィ
ア ンは唯 一 の狩 猟 民 族 だ とい う作 り話 に ソー ロ ウは反 論 した が,馬 鹿 に は しな
か った 。 タ ン ナ ーが30年 間 もス ペ リオ ル 湖畔 で オ ジ ブエ イ族 と共 に住 ん で いた
か ら彼 の権 威 を ソ ー ロ ウは 尊敬 した の で あ る。 彼 は驚 くほ ど多 くの 抜 き書 きを
した 。 捕 虜 に つ い て もか な り多 くの 引用 を して い る。 た と えば,「 彼等 を 自分
達 の 国 へ 連 れ 帰 り,と ろ火 で ゆ っ く り焼 いた 。 あ る いは棍 棒 で 殴 った り,矢 で
射 殺 して 頭 を運 び 去 っ た。 重 荷 の 時 に は毛 髪 のつ い た 皮 だ け を運 び 去 った 」 と
か,「 最 初,彼 等 は爪 を 引 き抜 き,弓 を ひ く3本 の 指 を 切 り落 と した」 な ど多
くの 引用 が あ る。 また,「 イ ロ コイ族 は木 の 葉 で 姿 を 隠 せ る よ うに な る まで ヒ
ュー ロ ン族 との戦 い に は来 な い」 な ど と戦 闘 技 術 に つ い て の 引用 もあ る。 時 に
は捕 虜 が騒 ぎ を起 して 闇 の 中 に脱 走 す る こ と も尠 った ら しい。 イ ンデ ィ ア ンは
土 地 を求 め て戦 う の で は な く復讐 のた め に戦 った 。 フ ラ ンス の ヴィモ ン神 父
(Vimont)の 話 は 生 き生 き と して い る。 それ は,イ ロ コイ族 に捕 え られ た 子
供 達 と一 緒 の2人 の アル ゴ ンキ ソ族 の 女 につ い て の話 で あ る。 「イ ロ コイ族 は
私 達 の幼 児 を 焼 き串 に縛 り,目 の 前 で 生 きた ま ま焼 いた 。 … …哀 れ な幼 児 は熱
さを 感 じる まで 火 を 知 らな か った。 幼 児 は私 達 を見 つ め,泣 き叫 び な が ら殺 さ
れ た 。 … …幼 児が 死 ぬ と,そ れ を釜 で煮 て 目の前 で 食 べ て し ま った。」 彼 等 の
野 蛮 と残 酷 さ と同 時 に彼 等 の雄 弁 と外交 手 腕 につ い て も ソー ロウは 引 用 して い
る。 イ ンデ ィ ア ンは 野蛮 で あ って 高 貴 で あ る。 イ ンデ ィ ア ンの 話 は真 実 に 近
く,率 直 で 力 と詩 情 に満 ち て い る と ソー ロウは 言 った 。1696年 の オ ー ル バ ニ ー
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(ニ ュー ヨー ク州)に おけ る5部 族 再 会 の 時 の モ ホ ー ク族 の弁 論 を ソ ー ロ ウは
書 き抜 い た。 ソー ロ ウは実 用 的 で あ る と同 時 に芸 術 的 な農 具 の こ とも 日記 に 書
い て い る。(日 記1853.11.29.参 照)ま た,イ ンデ ィア ンの釣 糸 の こ と も書
い て い る。(日 記1856.1.19.参 照)リ ケ ッ トス ン(DanielRicketson)と
一 緒 に ニ ュ ーベ ッ ドフ ォー ド(NewBedford)近 くに残 る唯 一 の純 血 イ ソデ
ィ ア ンで あ る シモ ンズ(MarthaSimons)か ら薬 草 につ い て学 ん だ こ と も書
い て い る。(日 記1856.6.26.参 照)ハ ンタ ー(JohnDunnHunter)の
『捕 虜 の思 い 出』(Memoriesofacaptivity)か らも薬 草 の こ とを 写 して い
る。 イ ンデ ィア ン語 で 「味 が い い」 と い う意 味 の 彼等 が 吸 っ て い る 「ア ンゼ リ
カ」 とか 「消 え た炎 」 とい う意 味 の 胃薬 「ア シ ェス」 な ど一連 の リス トを作 っ
た。 そ の 他,白 人狩 猟 者 が オ ー セ ー ジ土 人 とか カ ンザ ス土 人 をつ れ て ロ ッキ ー
山脈 を横 断 して太 平 洋 へ 出た 大 旅 行 談 とか,イ ンデ ィア ンの西 部 横 断 旅 行 記 な
ど も ソー ロ ウは 書 い て い る。(日 記1859.2.3.参 照)つ いで だ が,こ の 日は
ソー ロウ の父 が死 んだ 日で あ った 。 ソ ー ロ ウは 父 の簡 単 な年 譜 な どを 書 い た。
父 は コ ン コー ド最 古 の住 人 の一 人 で 厂過 去50年 に渡 っ て町 の地 理 に も政 治 に も
歴 史 に も精 通 して い る一 人 で あ った 」 と ソ ー ロ ウは書 い て い る。
(VID
ソー ロ ウは 生 前 に は 単 行 本 を2冊 しか 出版 しなか った が,雑 誌 記 事,評 論,
新 聞記 事,講 演 原 稿 な ど多 くの もの を 書 い た。 彼 の姉 妹 や 友 人 は1861-62年 頃
に ソー ロ ウがi整理 して い た もの を1863-66年 に5冊 に ま とめ て 死後 出版 した 。
そ の後,1881-92年 に ソ ー ロ ウの友 人 ・・リス ン ・ブ レ ー クが季 節 ご とに ま とめ
た 日記 か らの抜 粋 を 出版 し,1906年 に ブ ラ ッ ドフ ォー ド ・ トリー と フ ラ ン シ
ス ・ア レ ンが 『日記』14巻 を 出版 した 。 ソー ロウに対 して は 『ウ ォル デ ソ』 以
後,筆 力 が 衰 え た とか,若 くてや つ れ た 空 想 家 だ とか,こ れ 以 上 書 け ぽ 表 現 法
を 見 失 うだ ろ うな ど とい う批 判 が あ る。 エ マス ンは ソー ロ ウ追 悼 会(1862)で
「誰 もな し得 な い 中途 半 端 な仕 事 を 残 して」 死 んだ 男 だ とい った
。 ソ ー ロ ウは
晩年 の8年 間 に なぜ 雑 誌 な どに だ け 書 い た の か と言 わ れ た りす るが,彼 は ア メ
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リカ ・イ ンデ ィア ンに つ い て 書 きた め て いた とい う説 もあ る。 こ うい うこ とを
言 い は じめ た 一 人 フ ラ ン ク リソ ・サ ンボ ー ソは 『メ イ ンの 森 』 を 批評(1864)
して,「 この 本 の 読 者 は イ ソデ ィア ンや そ の本 来 の特 徴 へ の 一 貫 した ソ ー ロ ウ
の賞 賛 に 注 目す べ きで あ る。 イ ンデ ィア ソの歴 史 や 特 色 に 関 す る彼 の研 究 を 読
者 は 見 落 と しが ちで あ る。 イ ンデ ィア ンにつ い て書 物 を 作 るの が ソ ー ロ ウの 目
的 で あ り,イ ソデ ィ ア ンに 関 す る記 事 を彼 は多 数 集 めて い た 」 と語 った 。 そ の
一 年 後 に 『コ ッ ド岬 』 を 批 評 した サ ンボ ー ンは 「貴 重 な イ ンデ ィ ア ンの 初 期 の
歴 史 の研 究 を 完 成 す るた め に ソー ロ ウは 生 きて きた よ うな も のだ 」 と・書 いた 。
た しか に,ソ ー ロウは イ ンデ ィ ア ンの 歴 史 と特 色 に つ い て書 こ うと した よ うに
思 え る。 サ ンボ ー ンは1882年 に,そ して,イ ギ リス の伝 記 作 家 ヘ ソ リー ・ソル
ト(HenryStephensSalt)1ま1890年 に,こ の こ とを く り返 し強 調 した 。 収 集
の 態 度 か ら も 『ウ ォル デ ソ』 以 後,彼 は 明 らか に イ ンデ ィア ンにつ い て 書 く計
画 を も って い た ら しい。 イ ンデ ィア ソは有 史 以 前 の ア メ リカの 象徴 で あ り,単
純 な経 済 と英 雄 を歌 った詩 人 で あ り,自 然 に つ い て 詳 細 な 知 識 を もつ 人 間 で あ
り,白 人 の村 に 対 して 非協 調 的 な態 度 を とる代 表 者 だ と ソー ロ ウは 考 え て い
た 。 ソー ロウ に とって 文 明生 活 を 拒否 す る こ とは,イ ンデ ィア ソ の習 慣 を採 用
し,白 い イ ソデ ィア ンに な る こ とで あ った 。
『ウ ォル デ ソ』 は 「遠 い土 地 か らの 手紙 」 で あ った。 それ に対 して 有 史 以 前
の ア メ リカの 大 森林 と未 知 の荒 野 か らの手 紙 が イ ンデ ィ ア ンに 関 す る 本 で あ
る。 しか し,サ ン ボ ー ンは 勿 論,彼 よ りも身 近 な チ ャニ ソ グ(Rev.William
ElleryChanning)さ え も ソ ー ロ ウか らイ ンデ ィア ソ に関 す る書 物 に つ い て
は な に も聞か なか った と言 って い る。 エ マ ス ソ も ソー ロ ウの 『日記 』 が ぽ う大
な こ とさ え も長 ら く知 らなか った 。 た だ 一 つ推 測 され る こ とは ホ ー ソ ー ソか ら
の 手 紙(1849.2.19.)に 対 して 「イ ンデ ィア ンの講 演 をす る こ とは多 分 思 い あ
が りだ ろ う」 と ソ ー ロ ウが書 い て い る こ とで あ る。 実 際 に ソ ー ロ ウが 話 した も
の(1849.2.28.)は ウ ォル デ ンにつ い て の講 演 で あ った 。1853年 の科 学 振 興 協
会 の招 待 を ソー ロウは 断 った 。 物 笑 い の種 に な る のを 避 け るつ も りで あ った ら
しい。 ソー ロウ 自身 は神 秘 主i義者,超 絶 主 義 者 で あ っ た後 に 自然 研 究 家 だ と思
って い た。 ソー ロ ウが集 めた 覚 え書 きは イ ンデ ィ ア ンに対 す る彼 の強 い 関 心 を
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物語 って い る。 サ ンボ ー ンは 単 な る話 の積 み重 ね にす ぎな い と言 った が,そ れ
は誤 解 の よ うに思 え る。 各 種 の著 書 や記 録 か らの引 用 で あ る ソー ロ ウの 「イ ン
デ ィア ン ・ブ ッ クス」 は いわ ば 彼 の石 切場 で あ った 。 『一 週 間 』 の な か の あれ
これ の話 も,『 ウ ォルデ ン』 の な か の マ サ ソイ トの歓 待 話 や イ ンデ ィア ン小屋
の話 も 「イ ンデ ィア ン ・ブ ック ス」 第2と 第3か らの再 引 用 で あ る。 こ れ の
No.2に は ス ク ワイ ア(EphraimGeorgeSquier)のrミ シ シ ッ ピ河 峡 の 古
代 記 念 物 』 か らア メ リカ の遺 物 と他 の大 陸 の遺 物 との 類 似 性 に つ い て 多 くの 引
用 が あ る。No.3.とNo.4.に は カナ ダ ・イ ンデ ィ ア ンの 記 事 が 多 くの せ られ
て い る。No.5.に は イ ンデ ィ ア ンの宗 教 や 火 葬 な どの こ とが 書 か れ て い る。
それ は掘 る道 具 が な くて 埋 め られ な か った か らだ ろ うと ソ ー ロ ウは 想像 した 。
また,No.5・ の約 半分 は カナ ダ土 人 につ い て の 話 で あ っ て,ソ ー ロウ の関 心
が カ ナ ダ土 人 に及 ん で い る こ とを示 して い る。No.6.で は モ ー トン(Samuel
GeorgeMorton)のrア メ リカ人 の 頭蓋 骨』(CraniaAmericana)と い う南
北 ア メ リカ ・イ ンデ ィア ンの人 類 学 的 比 較 考 察 か ら15頁 と ス クール ・ク ラ フ ト
(HenryRoweSchoolcraft)の 厂歴 史 的統 計 報 告Vol.1.」 か ら80頁 も写 し
て い る。No・7.は1632-36の 間 の イエ ズ ス会 関 係 の 雜誌 や 報 告 か ら141頁 も引
用 して い る。 また,ピ カ リンの 『人 間 の 諸 民族 』 な ど イ ンデ ィ ア ンの祖 先 研 究
に 役立 つ もの を 引用 して い る。No.11.で は製 本 され て い な い物 語 か ら も引 用
して い る。1858.6.21.ま で の数 年 間 に は1693～94年 の分 か ら約200頁 に も及 ぶ
メ モが 写 され て い る。 ソー ロ ウは 神 父達 の説 教 や 教 会建 設 の 苦 心 談 な ど に は
関 心 が な く,神 父 の 誠実 さ と荒 野 に お け る 実 際 知識 な どに 限 っ て高 く評 価 し
た 。 カ ヌー の乗 り降 りに は 水 や砂 を 入 れ な い よ うに 服 を ま く る とか,大 きな帽
子 は邪 魔 な ので ナ イ ト ・キ ャ ッ プを使 うな どとい うこ とで あ る。 イ ンデ ィア ン
に は無 作 法 な ど とい うこ とは な く,そ こに いた くな い の で な けれ ば漕 ぎは じめ
ては いけ な い ので あ った 。 イエ ズ ス会 が 最 も多 く接触 した の は ヒ ュー ロ ン族 で
あ った 。 ソー ロウは 彼 等 ヒ ュー ロ ン族 の農 業,狩 猟,結 婚,性 生 活,埋 葬,家
の作 り方,薬 品,ゲ ーム,魔 術 な どを 多 くの書 物 か ら写 した 。 イエ ズ ス 会 士 と
対 抗 した のは イ ロ コイ族 で あ った 。 ヴ ィ モ ン神 父 は,イ ロ コイ族 の 拷 問 は 残酷
だ と報 告 して い るが,彼 等 の雄 弁 や 外 交 手腕 や 共 和 制 社 会 主 義 な どに 関す る 資
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料 か ら,こ れ とは 違 う報 告 も ソ ー ロ ウは入 手 して い た。 しか し,ソ ー ロ ウが イ
エ ズ ス会 物 語 を 熟 読 した の は,そ れ に イ ンデ ィア ソの 旅 行,歴 史,文 化 な どが
書 か れ て いた か らで あ った 。 ソー ロ ウは詳 細 に イ エ ズ ス会 士 や ス ク ール ク ラ フ
トの記 事 を調 べ た。 しか し,No.7.の イ エ ズ ス会 士 の記 事 か らの長 い引 用 の
後 で,6頁 も ソ ー ロ ウは コメ ン トを つ け た 。 そ の梗 概 を 見 る と,「 呪 術 師 の イ
ンデ ィ ア ンの 想 像 力 に対 す る魔 術 の作 用 は 医 者 の 文 明 人 の 知識 に対 す る医術 の
作 用 と同 等 の 価 値 を も って い た。 … … 白人 は イ ンデ ィ ア ンの足 跡 を辿 って 道 を
作 った 。 …… イ ンデ ィ ア ンの 男 は戦 争 や 狩 猟 や 漁 業 や カ ヌ ー作 りや 網 や 罠 作 り
な どを仕 事 と し,女 は 家庭 用 品 作 りを仕 事 と した 。 … … イ ンデ ィ ア ンは ジ ャ コ
ウネ ズ ミの よ うに頑 丈 で,し な や か で,冷 た い性 格 を も って い る。 未 開 人 と文
明 人 を 比較 す る と,未 開 人 の方 が 身 体 的 に はす ぐれ て い る。 また,未 開人 の ほ
うが 立派 な運 用 道 路や 遺 跡 を カ リフ ォル ニ アか らペ ル ー に至 る ま で 残 し て い
る。 ギ リシア 人 に とっ て東 洋 人 が未 開 人 で あ った よ うに,イ ンデ ィァ ンは 白人
に とって 未 開 人 で あ った」 な どで あ る。 ソー ロ ウが イ ンデ ィア ソに関 す る書 物
を 作 ろ うと思 い は じめ た らしい とい うこ とは,No.8.が そ れ 以前 の もの よ り
も遙 か に 長 い こ とか ら想 像 され る。 カナ ダな どの話 を 加 え る と831頁 も あ る。
No.9.は430頁 余 で,No.10.は660頁 余 で あ る。1852.12～1858.2.の 間 は イ
ンデ ィア ソに 関 して ソー ロ ウは 極 め て熱 心 で あ った 。 そ の間 に メ イ ン州 へ 旅 行
を した 。1850年 代 の多 くの 作 家 の よ うに 彼 もイ ンデ ィア ン に関 す る こ とは人k
が読 みた が る テ ー マだ とい うこ とを 知 って い た。 そ の彼 が1858年 初 期 に イ ソデ
ィ ア ンに 関す る本 を書 くこ とを 諦 め た の は,メ イ ソ旅 行 が一 応 成 功 した か らで
あ る。 ガイ ドの ポ リス か ら余 りに も多 くの こ とを 学 びす ぎて ポ リス の こ とを詳
細 に 書 か な け れ ば な らず,ポ リス に会 わ せ る顔 が な い と考 え た か らで あ った 。
も し,ポ リス 達 か らの 情報 を詳 細 に書 か なけ れ ぽ ほ とん ど全 部 が不 確 実 な ソー
ロウ の読 書 知 識 に な って し ま う可 能 性 が あ った か らで あ る。 彼 が 多 数 の引 用 し
た 作 者 の 中 で,ア デ ール,ロ ス キ ール,ス クー ル クラ フ トの3人 の ア メ リ カ人
は イ ンデ ィ ア ン研 究 の専 門 家 で あ った。No.12.で は ソー ロ ウの 新 し い課 題 で
あ る野 性 の果 実 と種 子 とい う植 物 関 係 の書 籍 か らの引 用 ば か りが 続 い て い る。
「イ ンデ ィア ン ・ブ ッ クス」 の最 も特 徴 的 な と ころ は ソー ロウ の言 語 学 的 関心
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と ロジ ャ ー ・ウ イ リアム ズ の 『ア メ リカの 言語 へ の鍵 』(AKeyintotheLan-
9παgθ(ゾ ノ1〃Z6γ加)や ジ ョソ ・エ リオ ッ トの 『イ ンデ ィア ソ文 法 』(lndian
Grammar)や 『太 平 洋 鉄 道 報 告 書 』 な どか らの 多 くの語 彙 の写 しで あ る。 ソ
ー ロ ウの 厂イ ソデ ィ ア ン ・ブ ッ クス」 は批 評 に耐 え られ な い と して も
,実 用 的
な有 効 性 を あ る程 度 は も って い る。
ウ ォル タ ー ・ハ ーデ ィ ン グに よ る と,樹 木 成 育 の野 外 調 査 の た め に,と く
に,1860.11.3.の 寒 い午 後 に 実 施 した 調査 の た め に,ソ ー ロ ウは悪 性 の風 邪
に か か った 。 そ れ が 彼 の 病 気 の は じ ま りで あ った 。 病 気 は1861年 冬 に 悪化 し,
春 に は医 者 は温 暖 地 へ の 転 地 療 養 を す す め,西 印度 か 南 ヨ ー ロ ッパ を す す め
た 。 ソー ロ ウは西 印 度 は む し暑 い と言 い,南 欧 は費 用 が か か る と 言 って 断 っ
た 。 結 局,サ ッチ ャ ーが10年 前 に肺 患 で転 地 療 養 を した こ とか らで あ ろ うか,
ソー ロ ウは 乾 燥 地 ミネ ソ タ行 を 決 心 した。 当 時,ミ ネ ソ タ州 政 府 は 気 候 が 治療
効 果 を もつ と宣 伝 して い た 。 ソ ー ロ ウは ア レ ゲー ニ ー山 脈 以 西 へ 行 った こ とが
なか った ので,イ ンデ ィ ア ン と中西 部 の動 植 物 に関 す る研 究 と転 地 とを 結 びつ
け た ので あ ろ う。 そ の た め に 医 者 の 忠告 が ど うで あろ うと,経 済 問題 が ど うで
あ ろ う と,ソ ー ロウは サ ッチ ャ ーが 回 復 した ミネ ソタを選 ん だ の だ と 思 われ
る。 現 代 は原 始 時 代 に は じま り,そ れ 以前 の世 界 は神 の世 界 だ か ら,原 始 時 代
は 現 代 よ り神 の時 代 に 近 い こ とに な る。 究 極 的 に は,神 は 暗 黒 の な か の光 で あ
り炎 で あ る。 ソー ロウは 最 終 的 に は 神 の 国 を憧 れ た の で あ ろ うが,物 質文 明 の
人 間 の国 へ 近 づ くこ とを 回 避 で きな い 人 間 の運 命 を も って い た。 ソ ー ロ ウの 臨
終 の言 葉 は 「イ ンデ ィ ア ンズ」 で あ っ た。 「青 年 は 働 い て は い け な い。 働 く男
は 夢 を 見 る こ とが で きな い か らだ。 最 高 の 知恵 は夢 の なか で 授 か る」 と い う
ネ ・ペ ル セ族 イ ンデ ィ ア ンの 説 話 は神 と語 る人 にふ さわ しい と思 う。 宗 教 の本
質 は 神 のお 告 げ で あ り予 言 で あ る。 しか し,「 老 令 とい う高 い丘 の上 か らふ り
か え る時,夢 はす べ て 死 ん で い る。 国 を支 え て くれ た柱 は分 解 して残 骸 だ けが
散 らば って い る。 結 束 させ る中 心 は もはや な い。 聖 な る樹 は 死 ん だ の だ」 とい
うス ー族 の ブ ラ ッ ク ・エ ル クの 言葉 は現 実 的 で あ る。 白い風 が西 か ら吹 い て き
て聖 な る枯 木 を 粉 に して 吹 き飛 ば した 。 しか し,聖 な る誰 か が何 処 か で麟 いて
い る のが 聞 こ え る。 イ ンデ ィア ソが何 処 か で話 して い る と ソー ロ ウは思 った に
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違 い な い。 激 変 を続 け る現 代,世 代 が 変 る と漫 画 文 学 が 純 文 学 に 交 替 す る よ う
な感 じが す る。 そ の 時 で も ソー ロウ な らば,WhiteIndianと して ア メ リカ ・
イ ソデ ィア ンが 神 の怒 りを 怖 れ て 登 る こ とをた め らった 高 い 山 々の頂 上 まで飛
ぶ こ とが で きる と想 像 した こ とで あ ろ う。
(VIII)
ソー ロウ は比 較 的 短 い 人 生 を ほ とん ど 自然 とイ ンデ ィ ア ン研 究 に 費 した 。 人
生 は 自 己満足 に 使 えば い い の だ か ら ソー ロ ウは まず 成 功 した と言 え る。 今 日で
は各 地 の イ ソデ ィア ン特 別 保 留 地(lndian-reservation)で 彼 等 は か す か に 息
を して い る。 面 白 い と こ ろは 南 西 部 で,そ の 中心 は ニ ュ ー メキ シ コ州 の サ ン
タ ・フ ェで あ ろ う。 私 は プエ ブ ロ ・イ ンデ ィア ンの砂 絵 に 感 動 し た こ と が あ
る。 原 色 の美 し さに で は な い。 満 足 だ と言 う と,と ん と立 て て 絵 を 消 した 。 惜
しい と思 った 時 に,人 生 とは こん な もの だ と彼 が 言 った 真 理 と も諦 め と もつ か
な い声 に感 動 した 。 イ ソデ ィ ア ソは絵 を描 いた り,ダ ンス を 見 せ た り して生 活
して い る。 白人 社 会 を否 定 す る よ うな 力 は全 くない 。 弱 者 が 敗 北 す る の は大 自
然 の鉄 則 で あ る。 見 せ 物 と して 生 活 して い る イ ンデ ィ ア ンを 見 な い で 死 んだ こ
とは ソー ロウに と って は 幸 福 な こ とで あ った 。
西 部 へ 追 わ れ る イ ンデ ィ ア ソに 安住 の地 は なか った 。 政 府 の 平 和 政 策 とは イ
ンデ ィ ア ン社 会 の 解体 と伝統 的 生 活 の破 壊 の こ とで あ った 。 政 府 が い か に正 義
を 裏 切 って きた か は,す べ て の 部族 の歴 史 が 物 語 って い る。 白人 は 彼 等 を文 明
反 対 者 として 嫌 悪 して きた 。 イ ンデ ィア ンに味 方 す る記 録 もあ るが,感 傷 的 と
見 な され て きた 。 彼 等 に は 財産 権 も 自由や 幸 福 の追 求 権 もな い 。 商 業 的 立 場 か
ら,白 人 が 開 拓 者 精 神 に 飽 きて きた と ころヘ イ ンデ ィ ア ンが 登 場 した の だ が,
間 もな く飽 き られ るで あ ろ う。 例 えぽ,1950年 には イ ンデ ィ ア ンの 立 場 か ら書
か れ た西 部 劇 が 映 画 化 され た 。 ジ ェ ー ムズ ・ス チ ュア ー ト主 演 の 『折 れ た 矢』
で あ る。 金 鉱 山師 の 白人 が コチ ーズ 酋 長 の人 間性 に感 動 して,イ ンデ ィ ア ン娘
と結婚 した が,白 人 部 隊 に彼 女 を 殺 され る とい う話 で あ る。 そ の後,1990年 度
ア カデ ミー賞7部 門 に受 賞 した 西 部 劇r狼 との ダ ソス』(Dancewithwolves)
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が 有 名 で あ る。 西 部 辺境 に憧 れ た北 軍 の ダ ソバ ー中尉 が ス ー族 と親 し くな り,
彼 等 の文 化 に ひか れ,結 婚 して ス ー族 の一 員 に な った 。 彼 は 小屋 の よ うな砦 に
住 み 大 自然 を肌 に感 じる。 周 囲 に 近 づ く狼 と遊 ぶ よ う に な り,ス ー族 は彼 を
「狼 と踊 る男 」 と呼 ん だ 。 ダ ンパ ーは攻 め て くる軍 隊 に捕 わ れ,裏 切 者 と して
断 罪 され る。 道 案 内 のた め に 連 れ られ て ゆ く途 中で イ ソデ ィ ア ソの 襲 撃 に会 っ
た 軍 隊 は 敗 走 す る。 イ ンデ ィア ソの仲 間 に迎>xら れ た ダ ンパ ーは 軍 隊 の 来襲 に
備 えて 移 動 を す す め る。 酋 長 は 「君 は裏 切 者 で は な くて,ス ー族 の 一 員 『狼 と
踊 る男 』 だ か らこ こに 留 まれ」 と言 うが,ダ ンパ ーは 彼等 に対 す る迷 惑 を 考 え
て ス ー族 と別 れ る。 主 演 の ケ ビ ソ ・コス ナ ーが 監 督 も して い る。 カ メ ラは美 し
い 。 正 義 と勇 敢 とい うイ ンデ ィア ソの シ ョー的 作 品 で,イ ンデ ィア ソは 決 して
強 者 に は なれ な い とい う印 象 を与 え る。 亡 びゆ く勇 敢 な種 族 と呼 び な が ら差 別
的 に ひ く く見 て いた ソ ー ロ ウが イ ンデ ィア ンを 憧 れ た の は,ソ ー ロ ウ 自身 が文
明 社 会 に お け る 自分 の 弱 さを感 じた か らな のか も知 れ な い。
20世 紀 後 半 は 小 イ ンデ ィア ソ ・ブー ム期 で あ る。 ス ー族 の ス ポ ッテ ィ ド ・テ
ル は,「 私 は 何 を信 じて い いか 分 か らない 。 あ る男 が,お ま え達 の信 仰 を捨 て
う と言 った の で メ ソ ジス トに な った 。 少 した つ と別 の 白人 が 来 て パ プ テ ィス ト
に な った 。 また,別 の 男 が 来 て プ レス ビテ リア ソに な った 。 今 は エ ビス コパ リ
ア ンに な って い る。 彼 等 は 自分 だ け が 正 しい と言 うの で,私 はす べ て嘘 だ と き
め た。 偉 大 な 神 を信 じて 自分 な りに崇 拝 して い る」 とい った 。 また,チ ェuキ
ー族 の ジ ョン ・リッジ は,「 チ ェ ロキ ー族 は イ ンデ ィア ン最 初 の ア ル フ ァベ ッ
ト作 者 だ。 辺 境 に住 む貧 し くて 無 学 な ジ ョー ジ ・ゲス が馬 鹿 に され なが ら遂 に
68の 音 声 に分 類 して,そ れ らを 符 号 に 直 して68の ア ル フ ァベ ッ トを 作 り,新 聞
まで も発 行 したLと 言 った 。 ソー ロ ウが 聞 け ば直 ち に写 した こ とで あ ろ う。 ど
の程 度 まで信 頼 した らい いか 分 か らない が,こ れ らの話 は ・・ミル トン(Charles
I{amilton)のr雷 鳥 の叫 び』(CryoftheThunderbird)に 書 い て あ る。 グ リ
ドレ ー女 史(MarionE.Gridley)のr今 日の イ ンデ ィ ア ン』IndianofToday
や 『ア メ リカの風 景 に ま つ わ る イ ンデ ィア ンの伝 説 』IndianLegends()f
AmericanScenesも 著 者 が イ ンデ ィア ンの間 で育 ち生活 し た 人 だ か ら 面 白
い。 今,イ ソデ ィア ンに 厂ア ラバ マ」(「 こ こに 眠 ろ う」 とい うイ ソデ ィァ ソ
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語)は ない。 西へ追い立てられた酋長はウィグワムの杭を打ちつつ 「アラ・ミ
マ」 と叫んだとい う。 白人に迫害された彼等には同化する以外に生きる道はな
いであろ う。 また,自 然保護が叫ばれていても,そ の荒廃は年k進 んでゆくよ
うに思われる。遠い未来の日に,イ ソディアンが森の湖で豊富な魚を釣る時が
再び くるだろ うと言 った ソーロウの希望的予見は的はずれに違いない。彼の作
品には面白い空想が多 く見られる。彼にとってインディアンは古代原始人に至














のである。彼は自然探求に生涯のほとんどを使った単純な変 り者であ り,軽 蔑
すべき愚か者かもしれない。45歳 で若死したからこそ興味をもてる人間なのか
も知れない。ある意味では彼は厄介なビート的人間であろう。読書家 ソーロウ
は彼なりにアメ リカ ・インディアンの肖像画を描いた。はじめは軽蔑 し,つ い




を探 りたかったのであろ う。 ソーロウは社会改革論者ではない。 ブラウン隊長
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人 間 ソ ー ロ ウ管 見(5)
を 敬 愛 し た の は,彼 が 復 讐 の た め に 弓 矢 の 代 り に 小 銃 を 手 に し た イ ン デ ィ ア ソ
酋 長 の 再 来 で あ り,有 史 以 前 の ア メ リ'力 精 神 の 象 徴 で も あ っ た と ソ ー ロ ウ が 想
像 し た か ら で あ ろ う と 思 う 。 若 い 頃 に 意 見 が 合 わ な か っ た 父 親 が イ ン デ ィ ア
ン で あ れ ば よ か っ た と 思 っ た ほ ど の ソ ー ロ ウ は い わ ば 「白 い イ ン デ ィ ア ン 」
(WhiteIndian)で あ っ た 。,・












































































(-WhiteIndianII-(III)は 「日本 ソ ロ ー学 会 誌 」 所 載)
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